
企業名:㈱東急ストア　ららぽーと柏の葉店

１　協定締結項目 ２　令和６（２０２４）年度に実施した事項

専門機関による省エネルギ－診断等を
受診している

㈱アイグリッドソリューションズの助言を受け改善
している

エネルギー使用量を管理し見える化、
分析をおこなっている

ISOエコ活動目標グラフを店内の目立つ掲示によりエ
コ活動の意識向上を強化している

照明器具や空調機器定期的な清掃を実
施している

店舗及び委託会社により定期的に実施している。

節水機器の設置により上下水道量を削
減している

厨房の蛇口に設置済み

「ｴｺﾏｰｸ」や「再生紙使用ﾏｰｸ」等の環境ラベルの表示
がある事務用品等を優先的に購入している

用度品発注にて購入している

省エネの責任者及び担当者を決め、組織と
して省エネの実施体制を整備している

店舗では副店長がリーダーとなりエコ活動を実施し
ている

ノー残業デーの設定・残業時間の制限などワー
クスタイルの見直しに取り組んでいる

各品番リーダーが中心となり実施している

テナントとの省エネ推進体制を構築し
ている

毎日の巡回にて店責から適宜指導している

テナントにエネルギー消費量・デマン
ド値を通知している

テナント検針を月一回実施している

業務に支障のない範囲で照明の間引き
や部分的な消灯を実施している

全照明は開店5分前に実施や、商品量の少ない冷ケースは
閉店後に商品格納し電源OFFを実施

業務に支障のない範囲で照明の消灯時
間帯を設定している

全照明は開店5分前に実施している

事業所内の半数以上の照明等の高効率
照明を使用している

売場フロアはLEDを使用している

事業所内のトイレ、給湯室、階段等、常時使用しない
箇所の照明に人感センサーを導入している

トイレ、後方のウォークイン冷蔵庫には人感セン
サーを導入している

特に閉店後は使用しないエリアの消灯を順不同に実施し効率的な節電を実施し
ている
基本的に後方部は使用箇所のみ点灯。売場フロアは全LEDにしたとはいえ上記
のように使用しないエリアはその都度消灯している

左記のように設置可能と思われるエリアには人感センサーを設置済み

エコマーク、再生紙の使用は引き続き継続するが、備品自体の節約も呼びかけ
ている
毎月本社より送付される「エコ活動目標グラフ」(電気使用量・食品ロス)の推
移をミーティングにて店舗内共有している
繁忙時、閑散時にはメリハリをつけた勤務体制をとり計画外であっても状況を
見極め短縮勤務を実施している
テナントも東急ストアの一員として店舗内では同様のな省エネ推進に協力して
いただいている

検針内容を共有し異常値がある時は原因を追究し改善策を立てる

左記の実施内容を共有し、毎日実施している(特に夜間アルバイトにも共有)

水産厨房内が中心となるが、他の厨房、トイレは自動停止装置、休憩室でも節
水を定期的に呼び掛けている

千葉県との包括協定に関する取組実績報告書（令和６（２０２４）年度）

３　左記の具体的内容

電話でアドバイスを頂き、店舗の状況に合致した具体的な内容の指示を受け実
践している。各部門にも共有し最大限活用している。
定期的に本部より送付されてくる推移表を掲示し全従業員に共有。店責より状
況報告し改善すべき点を具体的に指導している
空調機器は主にフィルターの清掃、厨房内の冷蔵機器や売場冷ケースのフィルターや
多段ケースのハニカムも清掃し負荷を低減させ節電につなげている



企業名:㈱東急ストア　ららぽーと柏の葉店

１　協定締結項目 ２　令和６（２０２４）年度に実施した事項

室温の適正管理(夏28℃、、冬20℃を
目安)に取り組んでいる

会社の指示どおりの空調温度設定っを実践している

クールビズやウォームビズを実践して
いる

実践している

空調負荷の低減のためブラインド等を
適切に活用している

閉店後にナイトカーテンを使用している

空調の吹出口・吸込口やエアコン室外
機の通風を確保している

確保している

協同集荷・集配などによる積載率の向上を図る
ため、事業者間の連携に取り組んでいる

センター便の他、パン製品について共同配送を実施
している

従業員のエコ通勤を推奨している(公共
交通機関・自転車の利用など)

基本的に交通機関を使用するよう推奨している

３R(ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ)に取り組ん
でいる

店頭におけるリサイクル品の回収を実施している。
エコﾊﾞｯｸの販売推進をしている

両面ｺﾋﾟｰ、使用済みの裏紙使用、資料の電子化
等により紙の使用量の削減を実施している

事務所内にて使用済みの裏紙使用を実践している。
スマートレシートを導入している

千葉県との包括協定に関する取組実績報告書（令和６（２０２４）年度）

３　左記の具体的内容

早朝の市場業務や交通網の薄い地域の従業員以外は車通勤は認めていません

店頭では、ペットボトル、牛乳パック、トレーの回収を実施し、月次での回収
量を掲示している
後方での裏紙使用は継続実施している。本部主導でのIT導入により、ミーティ
ング資料のペーパーレス化を導入している。

特に夏季はエアコンの消し忘れが多いので、定期的な注意喚起に加え、都度注
意している
新規従業員にも説明を実施し環境問題の一環として取り入れている旨を知らせ
ている
開店前には品出し完了部は開店直前まで一旦カーテンを閉じ負荷軽減をしてい
る。またカーテン故障箇所は本部に修理を依頼済み

良好な状態が維持できているか定期点検を実施している

空コンテナ、ダンボールなど流通センターへ送付するものは極力隙間なく台車に乗せ積載効率を上げて多く
のものを一度に送れる体制を取っている。また、2024年問題を受け配送業者の業務効率化には最大限協力し
ている


